
　（６）思考プロセス２種　（7）問題解決のための３つの思考
　（８）問題解決のポイント　（９）問題解決の基本プロセス
3. 問題解決技法
（1）マトリクス法 　（2）ＭＥＣＥ 　（3）親和図法
（4）ブレーン・ストーミング 　（5）ロジック・ツリー
4. 問題解決の実践
（1）ステップ１：問題の定義・問題発見
（２）ステップ２：原因分析・原因の構造化
（３）ステップ３：課題化
（４）ステップ４：課題の構造化
（５）ステップ５：オプション化

問題解決実践セミナー

10：00 開始

17：00 終了

プログラム

論理的思考力を鍛えて問題解決のツールを使ってみる

＜セミナーのねらい＞
環境が目まぐるしく変化する現代においては、問題の真
因を捉え、適切な仮説を構想し、迅速に問題解決・対策を
行うことが求められます。
本セミナーでは、以下を目指すゴールとしています。
1.

2.

グループ演習、グループ討議により効果的に習得します。

論理的であることの重要性を理解し、論理的な思考法を
用いて、問題発見から対策までの一連の流れを理解する。
各種のツールを活用しながら、実務において論理的
な問題解決が進められる。

1. 論理的な思考方法
（1）ロジック（論理）とは？
（2）ビジネスシーンでの活用場面　（3）論理的思考
（4）論理的思考の論理構造　（5）議論は最小単位の連続
2. 問題解決の基本
　（1）「問題」とは何か
（２）「問題」と「問題点」と「課題」の関係
　（３）「問題」と「問題点」は違うもの
　（４）問題解決の「当事者」は誰か
　（５）問題はどのように確定するのか

対　象 管理者、監督者、中堅社員、若手社員

日　時 2026年1月23日（金）　10:00～17:00

講　師 大場　正彦氏 (公財)日本生産性本部
主席経営コンサルタント

参加費
■ 会員 ： 23,100円（内税2，100円）
■ 一般 ： 28,600円（内税2，600円）

会　場 道特会館 会議室  札幌市中央区北2条西2丁目（仲通り）
TEL011-251-8506  （案内図は36ページを参照願います。）

定　員 30名（予定）

※昼食は各自でお取りください。

財務３表セミナー
＜セミナーのねらい＞

13：30 開始

17：00 終了

プログラム

財務３表のつながりを知って経営の健康診断をしてみよう！！

1． はじめに
・なぜ会計が必要なのか
・会計と経営の関係とは
・貸借対照表と損益計算書とキャッシュフロー計算書
　のつながり

２． 貸借対照表
・貸借対照表の基本構造
・貸借対照表の読み方

3． 損益計算書
・損益計算書の基本構造
・損益計算書の読み方

4． キャッシュフロー計算書
・キャッシュフロー計算書の基本構造
・キャッシュフロー計算書の読み方

５． 演習
・実際のデータを利用して会社の経営状態を
　読み解く

対　象 経営幹部、経理・財務部門の管理者・担当者、労組役員

持参品 電卓（普通のもので結構です。）定　員 36名（予定）

日　時 ２０26年1月27日（火）　１3：3０～１７：００

講　師

会　場 道特会館 会議室  札幌市中央区北2条西2丁目（仲通り）
TEL011-251-8506  （案内図は36ページを参照願います。）

参加費 ■会員 ： １4，3００円（内税１，3００円）
■一般 ： １7，6００円（内税１，6００円）

出口　秀樹氏　ＢＤＯ税理士法人 札幌事務所所長

会計が得意ではない方でも決算書を読む力は必要です。

本セミナーは会計が専門ではない方にも貸借対照表、損

益計算書、キャッシュフロー計算書の財務３表を体系的に

理解できるようになることを目標とします。

財務３表を理解したうえで、経営に役立つための基礎的な

財務分析の手法など、実際の決算書をもとに解説してい

く実務的な内容となっています。


